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（昭和33年 9月10日第 3種郵便物認可） 	1部 6円 

発 行 所 

五所川原市役所 

347 4a. 

昭和50年 3月 2. 日 

印 刷 口刊民友新聞社 

③て巨かわら 
-Lu- 1* i. 	13,697 
（昭和so年 2 月I日現在）住民基本台帳から 

市 の 人 口 	男 25, 108人 

51,977人 女 	26, 869人 

ぽくら 後継者 
生徒は、伝統ある郷土芸能給小f舞の練習に 

市立七ッ館小学校の児童

余念がない。 浅井獅子・舞 

びから頭の振り方など1.3種にわよぶ舞型の基礎線習を続けている。 

存の運動会では父兄に練習の成果を披露する。浅井獅子舞は,37年 

i: I-I 、県から無形文化財に指定、‘］年 a 月保存会ができた，‘ 保存会（太田綱作会長）の熟心な指嘩で毎週水』琵日の放課後、足の連 

肌
ノ5

年

考
と
 

二
月
九
日
 

（
日
）吹
雪

午
後
一
時

雪
ま
つ
り
開

会
式
に
畠
席

す
る
。
お
祭

り
広
場
で
は

雪
上
カ
ル
タ
 

大
会
、
こ
ど
も
広
場
で
は
ズ
グ

リ
回
し
大
会
、
河
川
公
園
で
は

雪
像
づ
く
り
に
凧
あ
げ
大
会
AJ
 

市
庁
舎
を
と
り
ま
い
で
こ
ど
も

主
体
の
行
事
が
賑
々
し
く
開
始

さ
れ
た
。
時
折
は
げ
し
く
吹
き

つ
け
る
シ
ベ
リ
ア
お
ろ
し
と
津

軽
特
有
の
地
吹
雪
の
な
か
で
、
 

数
百
人
の
こ
ど
も
た
ち
が
繰
り
 

広
げ
る
た
く
ま
し

い
童
心
は
ま

こ
と
に
壮
観
そ
の
も
の
で
あ
る
“
 

こ
の
庁
舎
前
お
祭
り
広
場
利

用
の
回
数
を
み
て
自
分
な
が
ら

び
っ
く
り
し
た
の
で
あ
る
が
、
 

四
七
年
は
完
成
し
た
ば
か
り
な

の
で
三
五
回
に
過
ぎ
な
か
っ
た

が
、
四
八
年
に
は

一
四
七
回
と

な
り
、
四
九
年
に
は
一
五
五
回

と
な
っ
で
い
る
。
利
用
の
中
味

も
い
ろ
い
ろ
で
、
生
鮮
野
菜
な

ど
の
朝
市
を
筆
頭
に
、
お
は
よ

う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
環
境
緑
化

ま
つ
り
、
五
所
川
原
甚
句
大
会

ヤ
ン
グ
フ
エ
ス
テ
バ
ル
、
母
と
 

F
の
納
涼
祭
り
な
ど
多
彩
そ
の

も
の
で
あ
る
。
年
毎
に
市
民
と

の
馴
染
み
も
深
ま
っ
て
き
た
よ
 
 

う
で
ま
こ
と
に
う
れ
し

い
限
り

で
あ
る
。
 

市
庁
舎
は
、
設
計
、
管
理
、
 

監
督
を
担
当
さ
れ
た
東
北
地
方

建
設
局
の
力
作
で
あ
る
こ
と
に

は
間
違
い
な
い
が
、
事
実
、

こ

こ
を
訪
れ
る
県
内
外
の
方
々
は

そ
の
環
境
全
体
を
含
め
て
「
近

米
稀
に
み
る
傑
作
」
と
ほ
め
て

く
れ
る
。
多
く
の
方
々
が
同
じ

意
昧
の
言
葉
を
言
う
と
こ
ろ
を

み
る
と
あ
な
が
ち
お
世
辞
だ
け

で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
 

市
庁
舎
に
は
ニ

つ
の
顔
が
あ

る
。
東
正
面
は
発
珠
の
山
な
み

を
背
景
に
ビ
ル
の
林
立
す
る
苦

い
五
所
川
原
が
息
づ
い
て
い
る

し
、
西
側
は
麗
峰
岩
木
に
相
対

し
で
津
軽
三
万
町
歩
の
美
田
の

ど
真
ん
中
を
悠

々
つ
ら
ぬ
く
岩

木
川
が
流
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
八
木
隆
．
郎
や
上
原
げ
ん
と

が
こ
よ
な
く
愛
し
た
ふ
る
き
と

の
景
観
で
あ
る
。
 

た
だ
庁
舎
を
ほ
め
ら
れ
る
た

び
に
胸
を
痛
め
る
も
の
が

ー
つ

あ
る
c
そ
れ
は
大
金
庫
移
動
の

邪
魔
で
引
き
抜
か
れ
た
銀
杏
が

そ
の
後
ほ
か
の
も
う

一
本
と
と

も
に
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
私
の
想
い
は
、
い
ま
も

そ
の
銀
杏
の
生
命
の
行
方
を
追

っ
て
い
る
。
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巧日発行〕 、
 

日
 

の小野昭憲さん方で 

〔毎月 

鶴ケ 

最
近
の
物
価
高
か
ら
、
家
庭
内
魯
え
際
費
の
支
出
が
増
 

大
し
、
日
常
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
現
今
“
ム
リ
、
ム
 

ダ
、
ミ
エ
ー
の
な
い
生
活
を
、
と
い
う
声
が
各
地
か
ら
あ
 

が
っ
て
い
ま
す
。
市
中
央
公
民
館
で
も
、
こ
の
問
題
を
と
 

り
あ
げ
、
さ
き
に
分
館
長
会
議
を
開
催
し
で
協
議
ー
〕ま
し
 

た
と
こ
ろ
各
地
域
に
そ
く
し
た
新
生
活
運
動
を
展
開
ー
ニ
‘
 

ゆ
く
こ
と
に
決
｛
正し
ま
し
た
。
 

廿
新
生
活
運
動
に
 な

か
で
も
、
危
婚
葬
祭
に
つ

い
て
の
簡
棄
化
を
強
く
お
し
す

す
め
、
主
催
す
る
側
と
参
加
さ

れ
る
側
か
ら
 
“ム
”
、
ム
ダ
、
 

ミ
エ
”
を
一
掃
・
〕
、合
理
的
な

家
庭
生
活
を
営
め
る
よ
う
な
巡

動
に
盛
り
あ
げ
る
ニ
と
に
し
ま

し
た
。
 

市
内
で
も
、
す
で
に
松
島
地

区
と
梅
沢
地
区
に
協
議
会
が
結

成
さ
れ
、
簡
素
化
さ
れ
た
結
婚

披
露
宴
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
‘こ
と
し
中
に
は
、
各
地
域

に
協
議
会
を
結
成
し
、
生
活
し

や
す
い
社
会
を
作
り
L
げ
ら
れ

る
よ
う
皆
き
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
寸
 

松
島
地
区
の
例
（
抜
粋
）
 

名
称
 
隊
島
地
区
新
生
活
運
 

動
推
進
協
議
会
 

冠
婚
の
部
 

結
納
は
 

農
家
廿
年
収
の
ニ
ー
三
カ
月
 

分
の
金
子
 

給
料
生
活
者
ー
月
収
の
ニ

ー
 

三
倍
の
金
子
 

嫁
人
道
具
は
 

当
座
の
必
需
品
だ
け
と
す
る
 

結
婚
祝
賀
会
 

三
F
刊
の
会
費
制
 

葬
祭
の
部
 
 

香
典
甘
五
百
円
以
内
 

法
事
の
包
み
I
三
千
円
以
内

通
夜
の
接
待
廿
茶
菓
程
度

香
典
返
し
、
忌
中
明
け
の
ハ

ガ
キ
は
や
め
る
 

花
輪
は
、
市
農
協
備
え
つ
け

の
ポ
ス
タ
ー
を
利
用
。
（
花
輪
代

を
贈
る
方
は
二
千
円
以
内
〕
 

梅
沢
地
区
の
例
（
抜
粋
）
 

名
称
 
梅
沢
地
区

生
活
簡

素
化
協
議
会
 

結
婚
に
つ
い
て
 

結
納
金
廿
一
二十
万
円
以
内
 

嫁
入
道
具
廿
大
き
な
も
の
二

点
 技

露
宴
 

人
数
は
ひ
か
え
日
と
し
、
祝

儀
は
三
千
円
一
会
場
は
、
公
民

館
か
自
宅
と
し
、
料
理
は
、
手

料
理
。
親
子
な
の
り
、
あ
と
ふ

き
、
見
参
等
は
廃
止
す
る
。
 

葬

式
 

香
典
は
、
制
限
し
な
い
が
、
 

法
事
に
参
加
す
る
も
の
は
含
め

て
三
千
円
。
 

お
み
や
げ
は
一
品
、
仏
前
へ

の
箱
菓
子
は
廃
止
こ
 

祭
壇
は
、
農
協
備
え
つ
け
を

利
用
。
 

見
舞
な
ど
 

見
舞
、
香
典
、
初
衣
な
ど
の

お
返
し
は
廃
止
。
 

村
以
外
の
客
に
つ
い
て
」
、
 

会
長
名
で
あ
い
さ
つ
状
を
同
封

あ
い
さ
つ
状
は
市
支
所
に
備
え

つ
け
る
。
 

一お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
便
り
き

ま
す
か
”
、
市
出
稼
対
策
室
で

は
、
さ
る
二
月
二
十
H
か
ら
十

日
間
、
畠
稼
ぎ
留
守
家
庭
を

巡

回
，
留
守
を
あ
ず
か
る
家
族
に
 

火
災
‘t
防
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
 

し
た
。
 

初
H
の
三
好
地
区
で
は
、
地
 

元
の
山
稼
相
談
員
や
川
稼
留
守

家
庭
世
話
人
の
案
内
で
、
留
守

家
庭
を
訪
問
、
畠
稼
先
へ
の
連

絡
ご
と
．
日
頃
の
心
配
ご
と
な

ど
を
聞
え
て
巡
り
、
火
の
用
心

を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
 

不
況
ト
の
出
稼
ぎ
が
い
ろ
い

ろ
話
題
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、
 
 

待
別
項
症
か
ら
第
三
頃
症
、
 
（
 

以
上
の
も
の
で
身
体
障
害
者
手

帳
交
付
台
帳
を
備
え
る
県
知
事

が
書
面
に
証
明
し
た
者
）
 

郵
便
で
不
在
者
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
る
選
挙
人
は
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
対

し
て
当
該
選
挙
人
が
署
名
し
た

文
書
を
も
っ
で
郵
便
投
票
証
明

書
の
交
付
の
申
請
を
し
で
く
だ

さ
い
。
 

中
請
書
の
用
紙
は
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
投
票
方
法
、
そ
の
他

に
つ
い
て
は
、
郵
便
投
票
証
明

書
交
付
の
と
き
に
く
わ
し
く
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

以
上
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
点

は
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
間

い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

電
話
、
五
局
．
一
一
一
一番

内
線
三
二
七
番
 

「m守
を
あ
ず
か
る
お
と
し
よ
り

た
ち
も
「
期
間
ま
で
働
け
れ
ば

い
い
の
だ
が
」
 
と
話し
て
い
ま

し
た
。
 

ー
出
稼者畦
薮
ゴ
 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

で
は
、
春
夏
期
の
出
稼
ぎ
者
を

対
象
と
し
た
現
地
選
考
を
次
の

日
程
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

△
出
稼
ぎ
先
 
埼
王
県
 

ム
と
き
 
三
月
四
日
午
前
九

時
か
ら
 

△
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
公
共

職
業
安
定
所
 

な
お
、
参
加
事
業
所
は
、
八
 

ー
ト
五
事
業
所

の
予
定
で
す
。
 

力
を

廿
 

っ
渡
猿
籍

助
譲

ま
す
ー
 

さ
る
昭
和
四
十
九
年
六
月
一
 

投
票
か
で
き
る
選
挙
人
は
次
の

日
の
公
選
法
の

一
部
改
正
に
よ
 
と
お

り
で
す
。
 

り
、
在
宅
等
の
重
度
身
体
障
害
 
一

、
身
体
障
害
者
壬
帳
に
両

者
に
も
郵
便
に
よ
る
不
在
投
票
 
ド

肢
、
体
幹

一
ー
二
級
、
心
臓

制
度
が
こ
と
し
三
月
，
日
か
ら
 
呼

吸
器

一
と
二
級
 

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 
二
、

戦
傷
者
手
帳
に
両
ド
肢

た
一・

 

体
幹
、
恩
給
法
別
表
第
一
号
表

身
体
の
亜
度
の
障
害
が
あ
る
 
の
二

の
特
別
項
症
か
ら
第
二
項

も
の
で
、
郵
便
に
に
る
不
h
者
 
症
、

心
臓
、
呼
吸
器
、
リ
fん
臓
 

投
票
が
で
き
る
選
挙
人
は
次
の
 

三
安

、
心
し
て
働
い

て

く
だ

さ
い

一一
一
 

ー
出
稼
ぎ
留
守
」琴
庭
を
巡
回
 



1
農
業
委
員
選
挙

ー
 

F
人
名
簿
の
縦
覧

l
 

ニ
と
し
一
月

一
口
現
在
で
調
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生活環境 

パトロール本部 

住みよい 

環境づくりに 

  

《
一・
ト
 

・

l
・
 

‘、
り
，
 

ん
．
 

ギ
ぐ
 

浪
・
 

‘

ー
．
 

”
 

‘
・
J
ノ
・
”
 

   

      

        

は
、
 

 
市
長
代
 

理
の
岩
館
助
 

た
『
 

表
彰
式
で
 

市
の
四
十

九
年
度
の
産

米
共
励
会
、
 

り
ん
ご
と
木

品
評
倉
、
堆

肥
生
産
共
励

会
の
表
彰
式

が
、
二
H
十

九
日
午
前
ト

時
か
ら
市
民

文
化
会
館
に

お
よ
そ
，
．百

人
の
農
』
牟の

入
た
ち
が
出

席
L
て
お
「
一

な
わ
れ
ま
ー
」
 

 

        

励
会
の
今
後
の
発
展
を
期
し
、
 

よ
り
み
な
さ
ん
の
ご
精
進
に
期

待
し
た
い
」
 
と
あ
いさ
つ
、
審

査
経
過
が
報
告
さ
れ
た
あ
と
、
 

入
賞
さ
れ
た
個
人
、
団
体
に
岩

館
助
役
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た

・」
 

優
等
賞
を
受
け
ら
れ
た
団
体

個
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

｛
」産
米
共
励
会
 

梅
田
上
水
桶
防
除
組
合
p
チ
 

ー
ム
（
福
上
紀
彦
、
福
井
違
男

斎
藤
勇
）
 

△
り
ん
こ
立
木
品
評
会
 

狼
野
長
根
勲
同
随
除
組
合
A
 

チ
ー
ム
（
阿
部
直

一
、
小
林
清

治
、
河
部
清
信
）
 

堆
肥
生
産
共
励
会
 

川
浪
韓
沖
〔
藻
川
 

〔
敬
称
略
一
 

  

        

役
が
、
 
 

「共
 

ロ
言m
謁
猫
詳
し
 

市
で
は
、
庁
用
物
品
の
調
達

の
適
正
と
経
費
の
節
減
を
は
か

る
た
め
、
市
総
合
用
度
班
（
班

長
、
財
政
課
長
）
を
発
足
さ
せ

昭
和
四
九
年
愛
か

ら
実
施
し

て
 

お
り
ま
す
門
 

こ
れ
は
市
内
の
中
小
企
業
者

を
育
成
、
強
化
し
、
同
時
に
市

財
政
の
効
率
的
な
運

用
を
は
か

る
こ
と
も
ね
ら

い
と
し
た
も
の

で
用
度
班
で
は
，
年
間
の
発
注

物
と
数
量
、
そ
れ
に
購
入
す
る

物
品
の
適
正
な
価
格
を
把
あ
く
 
 

し
、
庁
用
物
品
の
調
達
を
希
望

す
る
業
者
を
登
録
制
に
し
、
物

品
の
調
達
は
原
則
と
し
て
登

録

さ
れ
て
い
る
業
者
に
依
頼

し
て

お
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
登
録
を
希
望
す
る
 

業
者
は
「
登
録
申
請
書
」
を
市

財
政
課

へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
二

ム
登
録
申
請
書
の
受
付
期
間
 

一
一一月
五
H
ー
三
日
 
一」1
1
一
；
 

で
 △

受
付
時
問
 

平
日
午
前
八
時
三
十
分
ー
午
 
 

後
四
時
ま
で
、
土
曜
H
午
前
八

時
二
十
分
ー
正
午
ま
で
。
 

△
お
間
い
あ
わ
せ
先
 

市
財
政
課

電
話
ら
 
．
 

一
 

番
、
内
線
一
・一一
五
ー
三

一
七
番
。
 

な
お
、
 
「登
録
申
請
書
」
用
紙

は
市
財
政
課
に
あ
り
ま

す
の
で
お
中
し
出
で
く

だ
さ
い

1
 

γ

・
・
 

ト
リ
ン
ク
 

お
目
見
え

ー
 

河
川
公
園
に
整
備
中
の
市
庁
 

一
舎
裏
の
岩
木
川
原
に
、
簡
易
ス

ケ
ー
ト
場
が
お
H
見
え
L
た
。
 

市
太
陽
と
雪
の
課
が
、

さ
る

一
月
ト九
口
夜
半
、
タ
ン
ク
車

で
放
水
し
、
結
氷
さ
せ
た
も
の

で
四
十
三
ゾ
に
十
二
訂

の
広
さ

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
 
 

次
の
H
程
で
譲
宛
に
供
し
ま
す
ロ
 

縦
覧
期
間
 

一
．
．
月
九
日
ま
で
。
 
（午
前
八
 

時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
）
 

縦
覧
場
所
 

市
選
挙
管
埋
委
n
会
 

ー

ス
 Aノ
ー
 

整
し
た
市
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
の
「
基
本
選
挙
人
名
簿
」
を
 

社
ば
中
T
へ全
国
樺
太
連
盟
で
 

4「
，終
戦
直
隆
 
、
月
二
十
一
一
 

n
朝
）
小
笠
頃
・
え
，菜
二
新
興
 

L
ル
、
 

 
泰
東
九
引
い
Jュ
わ
か
で
引
 

北
海
道
留
萌
沖
で
 

敵
潜
水
鰹
の
砲
撃
を
受
け
殉
難

し
た
人
達
の
合
同
慰
霊
祭
シ
お
 

「
一な
う
た
め
，
 
 
け
ド
二
ー「
醸
族
 

‘
を調
査
し
て
い
 

;J
で
す
二
 

お
心
当
「
』

・
 

、
缶
犠
牲
 

者
労
氏
名
、
午
 

性
別
と
そ
 

の
乗
船
名
、

2
 
り
山
住
所
，
 

氏
名
、
年
齢
し
h
ン
ー
を
揮

‘A
」
埋

盟

（
晦内
正
准
一
』
J
 
束
ら
都

港
区
麻
布
飯
倉
町
 
一
、

市
舌
 

。
三
ー
五
八
三

・
！
一
 
ー
 
与
市
 

一
ま
で
と
n
ら
」
）・

・‘・ー
組ら
暑
《‘

 
 

だ
さ
い
。
 

「鈴
馨
舞
」
 

一
苗の
H
・
【‘
・
と
・」
川
 
一
 

と
ら
一解
消
ー
，
楽
し

い
案
い
生

活
を
築
く
H
的
で
、
次
の
H
智

で
開
き
ま
十
・
、
 

△
と
き
 
二
百

四
日
午
前
十

時
か
ら
 

△
と
こ
名
 
市
民
文
化
会
館

第
．
集
会
所
 

ム
料
余
 
無
料
で
す
 

相
談
の
内
容
 
法
津
、
税
務

交
通
事
故
、
職
業
、
内
職
、
道

路
、
建
築
、
商
工
，
行
政
、
人
 

国
民
体
育
大

＞
ー
迫
競
技
が
 

ー
七
二
一れ
て
い

二
九
所
川
原
第

一
中
学
授

で
、
 

‘．
一H
一
！十
．ニ
U
 

(H
）
午
前
九

時
か
ら
、
昭
和

五
ト
年
度
全
日

本
柔
道
選
手
権

東
北
f
選
大
会

が
東
北
柔
道
界

の
精
鋭
八
十
名

が
参
加
し
て
覇
を
競
え
ま
十

・
 

五
所
川
原
市
か
ら
も
出
場
す
る

選
手
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
観
覧

く
だ
さ
い
。
 

      

      

     

樺
太

引
揚
げ

遭
難
者
 

     

 

慰
霊
祭

の
た
め
調
査
 

 

    

    

       

       

   

権
、
婦
人
、
母
子
、
 

の
各
相
談
。
 

   

     

     

揚
げ
 

「東北柔道選手権大会コ 
=23日、五所川原で開〈ーJ 



十
二
月
二
十
六
日
か
ら
二
泊

一
ニ
日
に
わた
っ
て
、
市
内
神
山

の
少
年
自
然
の
家
で
行
な
わ
れ

た
、
県
少
年
団
体
指
導
者
研
修

会
は
、
県
内
か
ら
二
十
人
の
子

ど
も
会
世
話
人
と
百
三
十
人
の
 

つ
こ
と
ば
か
り
で
、
と
て
も
私

に
と
っ
て
た
め
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
み
ん
な
が

一
帯
と
な

っ
て
物
ご
と
を
や
り
、
協
力
心

も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
友
情
を

深
め
る
と
い
う
点
で
も
、
成
功
 

生
に
く
ら
べ
て
、
ク
ラ
ブ
活
動

や
勉
強
の
時
間
が
多
い
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
が
、
中
学
生
が
も

っ
と
子
ど
も
会
に
、
せ
っ
き
ょ

く
的
に
な
る
べ
き
だ
と
思
い
、
 

少
し
反
省
し
ま
し
た
。
 

リ
ー
ダ
ー
が
参

加
し
ま
し
た
が

市
内
か
ら
は
、
 

十
五
人
の
世
話
 

少
年
団
体
指
導
者
研
修
会
に
参
加
し
て
 

一
一
中
一一
年
A
組
 
石
岡
 
佐
都
 

（
野里
子
ど
も
会
）
 

い
ろ
い
ろ
と

教
え
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
を
も

と
に
し
て
、
こ
 

人
と
九
十
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
参

加
し
ま
し
た
。
 

参
加
し
て
み
て
、
ま
ず
感
じ

た
こ
と
は
、
子
ど
も
会
の
い
ろ

ん
な
こ
と
が
わ
か
り
、
役
に
た
 

し
た
と
思
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
 一
番
意
見
が
出
さ

れ
て
い
た
の
は
、
中
学
生
に
な

る
と
子
ど
も
会
に
あ
ま
り
出
な
 

い
と
い

う
こ

と
で

し
た
。
 

 
小
学
 

れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 
「あ
り
が
と
う
』
。
 

お
わ
り
 

市県民税の申告相談 
市（県）民税の申告時期（ 2 月13日～ 3 月15日）を前に 

市では申告しやすいように申告相談所を設けています。 

お気軽においでください。 

地区 目日 曜 相談会場 時 甘象区域 

本
 

り
 

市民会館第】 

会議室 
9.00 - 	15 00 

‘奏、湊団地、栄町、 

田町、平和町、八重

菊、不魚住、元町、蓮沼 
3. 	10 

3. 	11 ！、 」
  

弥生町、布屋町、鎌

谷町、一ッ谷、鳥森

田園調布、霞ケ台 

3. 	12 水
  

', 

旭町、雛田、敷島町 

L平井町、中平井町

下平井町、幾世森 

3一 13 本
  

ノノ 	 シ 

柏原町、錦町、幾島

町、柳町、新宮町、 

末広町、岩木町、芭蕉 

3. 14 金
  

’ノ 

新町、寺町、中川長 

橋、新宮‘I地、中川 

祈宮、川端町 

3. 	15 り 	 ノ, 9.00~ 12.00 
小曲、田川、 た田（ 
本田」’、束田「 

岩館助役に目録を手渡す鎌田委員長 

J
」
．
 

の
献
本
運
動
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
分
で
す
。
 

な
お
、
市
立
図
書
館

の
現
在
の
蔵
書
は
、

一

万
六
千
五
百
冊
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

二
回
目
の
献
本
、
献

金
に
協
力
さ
れ

た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

高
橋
愛
子
、
敦
賀
英
夫
、
田

村
暁
朗
、
江
渡
哲
哉
、
神
正
良

芦
田
ふ
み
え
、
開
米
誠
、
鎌
田

勝

一
、
佐
藤
和
夫
、
清
野
行
雄

松
野
、
神
清
満
、
古
川
信
夫
、
 

福
士
行
男
、
平
泉
友
弘
 

工
藤
秀
四
郎
、
五
所
川
原
小
 
 

学
校
、
東
北
電
力
五
所
川
原
営

業
所
、
飯
詰
小
学
校
、
五
所
川

原
工
業
高
校
、
三
好
中
学
校
、
 

市
役
所
、
鶴
常
書
店
、
長
田
房

弥
、
三
上
清
蔵
、
石
田
英
子
、
 

村
本
幸
栄
、
工
藤
洋
子
、
第
三

中
学
校
、
鶴
ケ
岡
小
学
校
、
島

田
克
孝
、
西
北
福
祉
事
務
所
、
 

高
楯
史
跡
保
護
会
、
第
二
中
学

校
、
第

一
中
学
校
、
五
十
嵐
栄
 

北
郡
歯
科
医
師
会
五
所
川
原

有
志
、
岩
谷
喜

一
、
五
所
川
原

青
年
会
議
所
有
志
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
未
広
新
宮
町
内
会

市
教
育
委
員
会
教
育
長
、
課
長

会
、
大
橋
豊
男
、
鎌
田
嘉
兵
衛
 

（敬
称
略
）
 

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か

ら
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
ま

で
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
、
昭

和
四
十
五
年
一
月
か
ら
六
月
ま

で
に
五
年
年
金
に
加
入
し
た
方

は
、
早
い
人
で
昨
年
十
二
月
で

五
年
間
の
納
付
要
件
を
満
た
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
こ
と
し
一
月

か
ら
受
給
権
が
発
生
し
、
こ
と

し
二
月
分
か
ら
月
額
九
千
二
百

八
十
八
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

該
当
す
る
方
は
、
こ
と
し
一
 
 

月
か
ら
受
け
付
け
し
て
お
り
ま

す
の
で
印
鑑
と
最
後
に
支
払

っ

た
領
収
書
を
持
参
の
う
え
、
市

健
康
年
金
課
国
民
年
金
係
で
早

め
に
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
 

ー
西
北
五
社
教
振

ー
 

興
大
会
開
く
ー
 

七
日
、
市
民
会
館
で
 

生
活
に
密
着
し
た
社
会
教
育

の
あ
り
方
を
話
し
合
う
、
西
北

五
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

な
ど
主
催
の
四
十
九
年
度
の
「
 

西
北
五
社
会
教
育
振
興
大
会
」
 

が
、
三
月
七
日
（
金
）
午
前
十

時
か
ら
市
民
文
化
会
館
で
開
か

れ
ま
す
。
 

当
日
は
、
 
「
心
豊
か
な
老
後

を
送
る
た
め
に
」
な
ど
、
三
つ

の
分
科
会
に
別
れ
話
し
合
い
ま

す
。
 

市
献
本
運
動
実
行
委
員
会

（
 

鎌
田
嘉
兵
衛
委
員
長
）
で
は
、
 

さ
る
二
月
十
七
日
岩
館
助
役
に

千
八
冊
の
図
書
と
現
金
九
万
五

千
円
の
目
録
を
贈
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
委
員
会
が
昨
年

十
二
月
に
お
こ
な
っ
た
ニ
回
目
 

ー

五
年
年
金
が

受
け
ら
れ

ま
す
 

手
続
き
を
早
め
に
 

ー
市
の
献
本
運
郵
 

一
 

ニ
回
目
の
成
果
を
贈
る
L
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
 ，流
 1

一
 

、

●
・
 
●
 
《

ー
 

ノ
ー
し
『
．
‘
】
 


